2.2 天文台発展の歴史 (2. 附属天文台の沿革) by unknown


















































































































from the Kwasan and Hida Observatories＂として内外研究機関に配布れ、
平成6年現在No.320まで出ている。平成6年現在の人員は、台長教授牧田貢、助教授中井
善寛、黒河宏企、講師1名、助手1名、技官3名である。
（以上京大百年史の原稿として平成6年7月現在で編集されたものである）
なお、平成11年 11月現在の現員は、台長教授黒河宏企（太陽物理学）、教授柴田一成（太
陽宇宙プラズマ物理学）、助教授赤羽徳英（太陽系物理学）、助教授北井礼三郎（太陽物理
学）、助手上野悟（太陽物理学）、技宮2名、非常勤研究員3名、非常勤職員 6名であり、助
手（天体物理学） 1名を公募中である。
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の建設風景
クック 12インチ望遠鏡歓迎会（1927年7月20日）。観測台最上段が竹田新一郎、
2段目左から、金山、山村、上田譲、上島、 3段目が森川、渡濯、山本一清、
4段目が中村要、 ドーム床に吉村、又さん、山本修、竹内、山本進、福本の各氏。
また赤道儀によじ登っているのは荒木俊馬氏である。
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。
初代天文台長 山本一清（前列中央）と二代天文台長 上回譲（前列左）
花山天文台子午線室（花山天文台創立直後の頃）
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昭和 36年頃の花山天文台全景。完成したばかりの新太陽館が見える。
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